
鹿児島県ユニークベニュー活用促進事業事例集（令和４年度版）



県内各地にある様々な歴史・文化資源をイベント等の会場として積極的に活用し，
その価値や魅力を広く発信することにより，県民の文化芸術に関する関心を高める
とともに，県内外からの誘客の促進や交流人口の拡大を図る。

１ 地域の歴史・文化資源を生かしたイベント等の開催支援 千円

補助率 補助対象経費から入場料等収入を控除した額の２／３以内

上限額 万円

２ 選定委員会の開催，報告書等の作成等 千円

ユニークベニュー活用促進事業 予算 千円

事 業 概 要

補助対象者

補助対象事業

① 施設や文化財等の認知度向上
② 施設等の利用料収入
③ 交流人口拡大，インバウンドを含む誘客の促進
④ 地域の活性化，地域のブランド力向上

期待される効果

地域の美術館・博物館，神社・仏閣，文化財等を活用したイベント等の開催
（※県内のモデル事例）
・文化財等の魅力や特徴を生かしたもの
・鹿児島ならではの伝統・歴史を体感できるもの
・文化財等の保存に影響を与えないもの
・誘客や交流人口の拡大，地域の活性化に資するもの
・今後の活用促進につながるもの など

ユニークベニューとは
特別な場所×イベントで特別な体験を創造すること

博物館や世界文化遺産でのコンサート
史跡での

ディナーショー

歴史的建造物での
アートイベント

・文化芸術団体，観光団体，商工団体，民間事業者，NPO
・市町村・民間事業者等で構成する実行委員会 など （市町村単独は対象外）
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２

令和４年度 ユニークベニュー活用促進事業 実施団体一覧

応募団体名 事業名 会場 開催時期

特定非営利活動法人神代の守り人
（薩摩川内市）

ドラマティック 神話
～蘇る竜宮伝説～

枚聞神社
（指宿市）

月 日（土）

「青葉の笛」地域歴史伝承の会
（霧島市）

青葉の笛まつり
「響きの世界」

日枝神社境内及び
台明寺渓谷公園
（霧島市）

７月 日（日）

地縁団体 春牧区
（熊毛郡屋久島町）

盛久神社で人形浄瑠璃・
盛久を楽しむ

盛久神社
（屋久島町）

月１日（土）

特定非営利活動法人きりしま創造舞台
（霧島市）

夜空の下のミュージカル
～縄文の風を感じて～

上野原縄文の森
（霧島市）
※荒天のため霧島
市国分シビック
センターに会場
を変更して実施

８月 日（土）

桐の音楽院
（鹿児島市）

和フェス 鹿児島
～薩摩の名勝世界遺産の
仙巌園できく和楽器の
調べ～

仙巌園
（鹿児島市）

月 日（土）

有限会社
（鹿児島市）

住吉社中のおでばり
知覧武家屋敷編
肝付二階堂家住宅編
出水武家屋敷編

知覧武家屋敷庭園
（南九州市）
二階堂家住宅
（肝付町）
出水武家屋敷群
（出水市）

９月 日 金・祝
９月 日（日）
月 日（日）

神話ゆかりの地

×
伝統・創作芸能

指宿市
開聞町

枚聞神社
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１ 主催

特定非営利活動法人　神代の守り人（薩摩川内市）

２ イベントの概要

３ 工夫したポイント

神話では天孫降臨したニニギノミコト一行は南薩一帯に神代三代の足跡を残す。
そのなかでも山幸彦，海幸彦の物語りは指宿市開聞町が舞台になる。
開聞町に伝わる竜宮伝説を掘り起こし紙芝居，音楽そしてバレエを創作し悠久の時を越えて神話の

山幸海幸の竜宮伝説を再現する。

（１）会場の価値や魅力を発信するための工夫
薩摩一の宮枚聞神社は和同元年（ 年）に創建され南薩地方の総鎮守として人々の厚い信仰を

集めている。今回のユニークベニュー事業の趣旨を宮司様，職員の皆さまにご理解頂き何度も打ち
合わせの末， 月 日のイベントに神社を全て開放下さった。日頃は使用できない勅使殿，拝殿
など神様が鎮座される神域を本事業の成功の為に使わせて頂いた事はこれからの神社と文化財の在
り方，関わり方などに新しい可能性を見出した。

（２）文化芸術の価値や魅力を発信するための工夫
本事業の目玉のひとつ世界的バレエダンサー西島数博さんと鹿児島の白鳥バレエ団，白鳥五十鈴

さんとの山幸彦，豊玉姫の創作バレエの制作でした。二人とも初顔合わせのため東京と鹿児島を何
度も往復しながら練習を重ねた。また舞台は夕暮れ時にあわせライトアップとスモークをたき幽玄
の世界を演出した。

３



篠笛演奏

講演落語

創作バレエ 客席と勅使殿でのプロローグ
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① 里めぐり観光で活用している紙芝居を利用して，盛久神社の由来を紹介するとともに，
人形浄瑠璃・盛久にまつわるキーワードを紹介。

② 近松門左衛門作人形浄瑠璃「盛久」第１段を佐渡に伝わる国の重要無形民俗文化財と
なっている文弥芝居の真明座が披露。

③ 「盛久」第２段から第４段までのダイジェストを青年団と仲間たちによる寸劇で紹介。
④ 近松門左衛門作人形浄瑠璃「盛久」第５段を佐渡に伝わる国の重要無形民俗文化財と

なっている文弥芝居の真明座が披露。

神社

×
人形浄瑠璃

屋久島町
安房

盛久神社
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１ 主催

地縁団体 春牧区（屋久島町）

２ イベントの概要

４

（ ）会場の価値や魅力を発信するための工夫
人形浄瑠璃盛久の前座で，盛久神社の由来を紹介することで，なぜ平盛久がここに祀られて

いるかを広くアピールすることができた。
また，舞台を盛久神社に向けることで，盛久公にも奉納することができた。
あわせて，青年団による寸劇を入れることで，かつての盛久神社大祭の賑わいを地域の方々

に思い起こしていただくことができた。
（ ） 文化芸術の価値や魅力を発信するための工夫

人形浄瑠璃は初めてという島の方々が多いため，いかにわかりやすくするかに腐心した。チ
ケットとなる解説書を作成して，あらかじめ人形浄瑠璃のあらすじを読んできていただくこと
にした。また，紙芝居や寸劇を入れることで現代語で前後の状況をわかりやすく説明した。

３ 工夫したポイント

９





縄文の森

×
ミュージカル

霧島市
国分上野原

上野原縄文の森
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１ 主催

特定非営利活動法人　きりしま創造舞台（霧島市）

２ イベントの概要

３ 工夫したポイント

【当初計画】
開催場所は１０，５００年の歴史ある上野原縄文の森で，竪穴住居のある屋外展示場を舞台とす

る。開始時間は日没から暗くなるまでの時間の経過を使い，周辺には影響を受ける住宅等もないこ
とから音楽と光の幻想的な雰囲気の中で市民参加型のミュージカル公演を実施する。また，当団体
に属する地元アイドルグループによるミニライブや出演者の保護者は地元に伝わる民話をプロジェ
クターで映して紙芝居を披露する。

また，公演終了後には花火を打ち上げて屋外ならではの演出とする。
【実績】

当日は天候不良により，会場を屋内に移して実施した。受付では縄文人の服を着て出迎えた。公
演後に観客に花火の打ち上げ会場へ移動していただき打ち上げ花火を実施した。

（１）会場の価値や魅力を発信するための工夫
上野原縄文の森の屋外展示場にある竪穴住居前をステージとし，夜に実施することで，昼間には

ない縄文の森の魅力を伝えるようと考えた。
屋外の地形はすり鉢状になっていて，演じる側はすり鉢の下に，観客はその上の斜面を座席とす

ることで自然のホールになるように工夫した。
　会場が屋外ということで，上野原にある企業と連携して上野原では初めての打上花火を実施し，
さらなる魅力の発信に努めた。

（２）文化芸術の価値や魅力を発信するための工夫
屋外でミュージカルの公演をする意外性と，地元の民話を鹿児島弁で演じる紙芝居，地元アイド

ルのミニライブなどさまざまな舞台芸術の魅力を発信できるように努めた。
ミュージカルでは，市民参加型で小学生から高齢者まで約３０人が４月から５か月間，稽古を継

続した。ストーリーは人と自然との共生を描いた。
出演者自身もバスツアーを企画してみんなで一緒に縄文の森について学習し，縄文の森の魅力を

発信できるようにした。

３ 工夫したポイント

４ 実施にあたっての課題

（３）誘客の促進・交流人口の拡大のための工夫
ラジオや新聞，当団体のホームページや 等で市内外への発信，市内電光掲示板での宣伝を

行った。また，市外の文化センター等へのポスター掲示など市外への宣伝に努めた。
（４）参加者が特別感を得られるように演出上工夫したポイント

竪穴住居周辺にある樹木にレーザー光線を当て，屋外の広さ，奥行きを最大限に使う工夫を行
う予定だった。当日は雨で公演会場は国分シビックセンター多目的ホールに変更になったが，そ
れでも公演終了後に 分間の花火を上野原縄文の森で打ち上げた。また，本来なら公演のための
音響機材を使って音楽花火とするはずだったが，残念ながらできなかった。

（５）地域との連携において工夫したポイント
ミュージカル出演者は霧島市を中心とした小学生から高齢者までの市民と，紙芝居は出演者の

保護者で， 月から約 か月間，ミュージカルは毎週 回稽古を続けてきたことで，子供たちは違
う学校の友達ができ，保護者の方々も週１回稽古をし，他の保護者とコミュニケーションをとる
ことで公演が近づくにつれて和気あいあいとしたいい雰囲気になり，保護者の方も舞台に立つ喜
びを感じ充実した公演となった。

（６）会場の特性に起因する制約と解決のために工夫したポイント
屋外に電源はあるものの音響，照明を使用するだけの容量が不足していたため，別に電源を確

保する必要があったので，発電機を準備した。また，舞台袖の着替えなどについてはテントを張
ることとし，音響，照明のオペレーション席については，突然の雨で機材が濡れないように透明
のシートを前面に張るようにした。

舞台とした場所も地面に大きな穴があったため，砂を入れた土のう袋を 袋準備し，穴を埋
める工夫をした。

（７）参加者の安全確保，利便性向上のために工夫したポイント など
駐車場から会場までは利用できる導線が複数あったため，要所に誘導員を配置し，また，会場

内はあちこちに穴があるため，投光器により明かりを確保し観客の安全に配慮した。

イベント名称：夜空の下のミュージカル
～縄文の風を感じて～

日時：令和４年８月２０日（土）
参加人数：約１８ 人

・ 雨天の場合は，会場を屋内である霧島市役所の国分シビックセンター多目的ホールで実施する
こととした。そのため，前日早朝にはどちらでするかを判断しないといけなかった。チケットに
は当日の会場を確認するように コードを掲載し，ホームページでも周知， コードから申し
込んだ方へはメールでのお知らせ，出演者が販売した人へは直接，電話をするなどしたが，それ
でも上野原縄文の森に来られた方がいたので，会場変更時の伝達方法や開催方法などをさらに工
夫する必要がある。

・ 予備日を設け，翌日にできないか検討する必要がある。
・ 上野原縄文の森は下場よりも涼しい気候ではあるものの，熱中症や体調管理などのために扇風

機や体を冷やす氷など暑さ対策を伴うため，秋もしくは春の気候的に屋外で実施できる時期を選
ぶ必要がある。

・ 屋外公演は初めてのことで，テントや発電機，音響・照明を設置するイントレ（足場），暑さ
対策のための扇風機やスポットクーラー，会場整地のための費用 など当初の計画と違うところ
があり，支出の増加が予想され，予算的に厳しいところがあったので，次回公演の時にはこのよ
うなことも考慮して実施する必要がある。

・ 私たちだけの公演とするのではなく，もっと上野原縄文の森の展示館の利用を促す工夫ができ
ればよかった。

・ 展示館の利用規則では，園内での飲食などの販売ができないのであるが，フリーマーケットの
ようなものとコラボできるともっと，多くの方にミュージカルだけではない，大きな祭りとして
の魅力を発信できるのではないか。



大名庭園

×
伝統芸能 和楽器

鹿児島市
吉野町
仙巌園
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１ 主催
桐の音楽院（鹿児島市）

２ イベントの概要

鹿児島が世界に誇る仙巌園における日本の第一線で活躍する和楽器のプロによる演奏。

３ 工夫したポイント

１） 会場の価値や魅力を発信するための工夫
仙巌園の三ヶ所で，それぞれイベント開催することで，広大な敷地内の各エリアを堪能してもらお

うと考えた。また 年オープンした体験施設を取り入れる事で，仙巌園が進化していることの認
知度をあげようと試みた。
２） 文化芸術の価値や魅力を発信するための工夫

和楽器は多様なジャンルに分かれているため，楽器や種別同士の交流が難しいのが現状である。本
イベントでは，その垣根を取り払うべく，コンサートでも多種のジャンルでの共演，そして実際には
なかなか触れることのない琵琶という楽器のワークショップを企画した。
３） 誘客の促進・交流人口の拡大のための工夫

チラシの折り込みや新聞やラジオといった従来の広報活動，そして （
）での告知にも力を入れた。

４） 参加者が特別感を得られるように演出上工夫したポイント
普段ではなかなか一緒にステージに立つことが難しいプロ奏者と，愛好者たちが一緒に演奏するミ

ニコンサートを立ち上げたこと。また前日にプロから直接指導を受ける事という特典もつけたこと。
５） 今後の課題等

今回はメインコンサートを野外においたため，最後まで天候という不安要素があった。
事前に過去 年間の天気のデータを調べ，日程を設定したが，絶対という事はないと痛感した。
委託会社のおかげで，テント確保追加設営という一週間前の急な変更にも対応できたが，決定のタイ
ミングが遅ければそれも難しかったかもしれないという可能性が否めなかったのは，大きな反省点。

イベント名称：和フェス 鹿児島 〜薩摩の
名勝世界遺産の仙巌園できく和楽器の調べ〜

日時：令和４年 月 日（土）
参加人数： 人
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表紙写真（表）：二階堂家住宅における大衆芸能
 （有限会社Sitiera）
表紙写真（裏）：枚聞神社における伝統・創作芸能
 （NPO法人神代の守り人）

2023年3月
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